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京都大学医学部附属病院 腎臓内科 臨床研究に関する情報の公開 

作成日：2020/07/20 

研究課題名 
慢性腎臓病、骨疾患、糖尿病・肥満症におけるオステオクリ

ン発現に関する観察研究 

研究責任者 京都大学医学部附属病院 腎臓内科 講師 横井秀基 

医の倫理委員会承認

番号（初回承認時期） 
G774 （2015年 10月 8 日初回承認） 

研究期間 
医の倫理委員会承認日から開始し、研究期間の終了日は 2023

年 3月 31日予定です。 

研究計画の改定と医

の倫理委員会承認時

期 

1. 2015年 10月 8日承認（初回） 

2. 2020年 8月 17日承認 

研究目的 

 慢性腎臓病においては骨代謝・蛋白代謝に異常を来すこと

が報告されていますが、その機序については不明な点が多く

残されています。オステオクリンは骨および筋肉より分泌さ

れ、骨伸長作用や血圧低下、利尿作用を発揮することが想定

され蛋白です。血中・尿中ヒトオステオクリン濃度を測定す

ることにより、慢性腎臓病、糖尿病、肥満症、骨疾患、心疾

患、小児成長不全においてオステオクリンがどのように関わ

っているかを明らかにすることを研究目的とします。 

研究概要 

 対象は、当院腎臓内科もしくは国立成育医療研究センター

腎・リウマチ・膠原病科に通院または入院される方で、この

研究に対する同意を得た方です。経過中における診療情報の

記録と、診療のために採血を行う際に必要分に加え 3mL の血

液および尿検体残余分を保存し、研究に使用します。 

 これまでに京大病院腎臓内科で診療の際に将来の研究のた

めに保存の同意を頂いている診療情報の記録と試料や、過去

の別の研究で将来の研究のために情報・試料の保存の同意を

頂いている組織や血液や尿(既存
き ぞ ん

試料
しりょう

)もこの研究に利用する

可能性があります。これまでに腎生検を受けられた際に腎・

腹膜組織/血液/尿/腹水などの試料提供をしてくださった方

で、この研究への利用を望まれない方は以下の連絡先「研究

辞退のお申し出先」へご連絡ください。 

倫理面での配慮 

個人情報保護の方法

など 

 この研究はヘルシンキ宣言（世界医師会）、ヒトゲノム・遺

伝子解析研究に関する倫理指針（厚生労働省・文部科学省・

経済産業省）、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針

（厚生労働省・文部科学省）を守って行います。 

 ご提供いただいた試料は、研究用のコード番号で管理し、

ご提供いただいた方の個人情報が研究利用の段階で漏えいす



京都大学大学院医学研究科 腎臓内科学  

ることがないよう対応表は適切に管理します。研究辞退のお申し

出をされても、診療上の不利益を被ることはありません。 

結果の公表について 

この研究によって成果が得られた場合は、国内外の学術集

会・学術雑誌、メディアなどで公表します。その際にも、ご提供い

ただいた方の個人情報が明らかになることはありません。 

研究組織・共同研究機

関 

この研究は、京都大学医学部附属病院腎臓内科が主体となっ

て行いますが、国立成育医療研究センター腎・リウマチ・膠原病

科との共同研究で行います。データ処理については、東京慈恵

会医科大学臨床研究支援センター・東京大学医学系研究科公共

健康医学専攻生物統計学分野に解析を依頼することがあります

が、その際に対応表は提供しません。 

研究の問い合わせ先

及び研究参加辞退の

お申し出先 

本研究に同意され、同意文書に署名された後でも参加をとり

やめることが出来ます。途中で研究参加の辞退のお申し出があ

った場合には、それまでに保存させていただいた検体がある場

合には、その保存と研究への利用の可否についてお伺いしま

す。それまでの検体の利用も辞退される場合には、検体を完全

に匿名化
と く め い か

（誰のものかわからないように）した状態で破棄いたしま

す。ただし、辞退のお申し出より以前に研究に利用されすでに研

究結果となった研究成果情報につきましては、破棄することがで

きません。 

 研究参加の同意をされなくても、またあるいは途中で参加を辞

退されたとしても、一切不利益を受けることはありません。これま

で通り、最善の医療を提供します。 

提供者及び代諾者の希望により、他の提供者等の個人情報

の保護や研究の独創性の確保に支障が生じない範囲内で研究

計画及び研究方法についての資料を入手又は閲覧することが可

能です。 

お問い合わせ先 

京都大学医学部附属病院 相談支援センター 

(Tel) 075-751-4748 

(E-mail) ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

研究者からの一言 

慢性腎臓病は自覚症状がないままに進行することが大半であ

り、血液や尿などの試料や診療情報が研究発展に必要不可欠な

ものです。また、慢性腎臓病は心臓・血管・骨・筋肉など全身臓

器にも悪い影響を与えうるため、全身の健康管理のためにも腎

臓病の進展機序の解明が望まれています。研究組織一同、患者

のみなさまのために日々努力いたしますので、臨床研究へのご

協力を是非ともお願いいたします。 

関連する研究番号と

課題名  

 この研究と関連して、今後、新たに倫理審査を経て研究が応用

される可能性があります。倫理審査が終了した研究課題につい

ては、随時ホームページに公開いたします。 

 京都大学で承認された関連研究には、G0562, G0676, G0709な
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どがあります。あわせてご覧ください。 

 


